
地域活力向上に向けた新たな魅力づくり

令和５年度
新公共経営プロジェクトチーム

提言書



令和5年度
新公共経営プロジェクトチームメンバー

新公共経営ＰＴ

2

所 属 氏 名
総務部 大規模災害対策課 山西 快生

企画創生部 広域連携課 齊藤 哲平

財政経営部 課税課 清水 夏美

市民協働部 岡部支所 永岡 裕三

スポーツ文化観光部 中山間地域活性化推進課 伊藤 紗由里

健康福祉部 健康推進課 塚本 拓弥

産業振興部 商業振興課 大畑 瑳記

都市建設部 都市政策課 鈴木 杏実

環境水道部 上水道課 野原 竜登

教育部 教育政策課 門田 夏歩

出納・監査・議会 出納室 菊川 友英



目
次

1

2

3

現状・分析

目指すべきゴールと解決の方向性

仮説・課題

4
提案事業

5
総括

新公共経営ＰＴ

長いコロナ禍からかつての日常が戻り、人の動きが活発化しつつあるなかで、これを活かして地
域活力をさらに向上し、持続させるため、より多くの人を惹きつける藤枝の新たな魅力を創造した
いと考えた。藤枝の活力について現状分析を行い、どのような施策が有効か考察していきたい。
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１ 現状・分析
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現状・分析



20,388 19,603 19,333 18,165 16,963

92,662 88,090 84,351 79,594 80,280

28,819 33,846 39,921
42,602 44,070

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

H17年 H22年 H27年 R2年 R5年

15歳未満 15歳～64歳 65歳以上

１ 人口推移

１ 現状・分析
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平成１７年と比較
して生産年齢人口
が12,382人減少

国税調査及び藤枝市統計情報データより作成

（人）

人
口



２ 生産年齢人口の減少について

１ 現状・分析

6

令和4年度 主な生産年齢人口の流出先（県外）

東京都 １７６人転出超過

神奈川県 １８２人転出超過

愛知県 44人転出超過

就職や進学を契機とした
東京圏への流出が目立つ

住民基本台帳よりデータ抽出



３ 東京都の転入超過数

１ 現状・分析
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コロナ禍以前←

・行動制限緩和後の出社回帰やテレワーク廃止等を背景に令和４年再び
上昇傾向にある。

・令和5年5月、コロナの感染症分類が５類に引き下げられ、三密回避の
動きが弱まることで東京一極集中はさらに加速すると見込まれる。

総務省統計局 住民基本台帳人口移動報告データより作成（人）

転
入
超
過
数



４ 藤枝市の経済循環構造①（支出）

8

市内での
生産・販売
5,816億円

市内での支出
5,816億円

766億円本社等
通勤 702億円

389億円

消費 526億円▲

投資 100億円

100億円経常収支

藤枝市の特徴

・消費流出超過が５２６億円

・市内企業の活力低下が要因の
ひとつとも考えられる

・観光スポットの少なさが影響か

１ 現状・分析

市内分配
6,142億円

（うち雇用者所得が3576.6億円）

出典元 環境省 価値総合研究所 藤枝市の地域経済循環分析

財政移転(政府支出－税金)



５ 藤枝市の経済循環構造②（分配）
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市内での
生産・販売

市内分配

5,816億円

6,142億円
（うち雇用者所得が3576.6億円）

市内での支出
5,816億円

766億円本社等
通勤 702億円

消費 526億円▲

投資 100億円

100億円経常収支

藤枝市の特徴

・雇用者所得流入超過が７０２億円

・市民や市内企業等に分配される所得
のうち、６割程度が雇用者所得

雇用者人口（生産年齢人口）の
所得分配額への影響力が大きい

出典元 環境省 価値総合研究所 藤枝市の地域経済循環分析

１ 現状・分析

財政移転(政府支出－税金)

389億円



６ 消費流出率の比較
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※地方圏の平均
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の
流
出
率
（
％
）

出展元 環境省 価値総合研究所 藤枝市の地域経済循環分析

静岡県全体の消費が流出傾向

藤枝市の持続的な消費流入の
ためには、県外からの消費流
入増加を図ることが重要

１ 現状・分析
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仮説・課題

２ 仮説・課題



１ 現状・分析から導かれる改善案①

２ 仮説・課題
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・進学、就職を契機とした東京圏への流出が生産年齢人口減少に拍
車をかけている

・三密回避の動きが弱まり、東京一極集中はさらに加速すると見込
まれる

・生産年齢人口の維持により雇用者総所得を維持することが重要

「就職支援拡充による働き手の確保」及び
「移住定住施策のさらなる強化」により
生産年齢人口の維持を図ることが重要



２ 現状・分析から導かれる改善案②

２ 仮説・課題
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静岡県自体が消費流出超過となる経済循環構造

・県内で消費の奪い合いをするのではなく、他市と連携した県外から
の消費流入促進が必要

・県外からの消費流入促進のためには、他都道府県にはない地域の
独自性、すなわち既存の資源、文化を活かすことが重要



３ 課題
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行政サービスの
質低下

税収減

市民や企業の
活力低下

悪循環により市の魅力・活力が低下

放置すると・・・

人口はさらに流出、財政破綻？

２ 仮説・課題



３ 目指すべきゴールと解決の方向性
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目指すべき
ゴールと

解決の方向性
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３ 目指すべきゴールと解決の方向性

生産年齢人口の増加 市内消費の拡大

“地域活力向上に向けた魅力づくり”

１ 提案体系



生産年齢人口の増加にむけて

解決の方向性① “生産年齢人口の増加”

3 目指すべきゴールと解決の方向性

17

“学生、働く若者世代”へ向けた広域的な就職支援による移住促進

＋

”子育て世帯“を惹きつけるさらに魅力的な教育環境の構築

移住・定住・家族形成の好循環による生産年齢の増加
及び 将来の藤枝を担う人材の育成



解決の方向性② “市内消費”の拡大

3 目指すべきゴールと解決の方向性

18

地域の独自性や既存の資源を活かした、

「“市内の新たな経済循環” を生み出すエコシステム」の構築

により、広域的な消費流入促進施策を実行

消費拡大に向けて

持続的な消費拡大による市の活力を維持する



19

３ 目指すべきゴールと解決の方向性

税収増

行政サービス向上
活力向上

市の魅力向上

生産年齢人口の増加

市内分配（所得の総計）の増加

市内消費の拡大



４ 提案事業
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提案事業



【提案事業】

就職支援による移住定住促進

（1）有給長期インターンシップ

（2）就活者への交通費補助

“子育て世帯” を惹きつける教育環境

（3）全方位型英語教育の構築

若手人財の確保

（４）静岡産業大学の公立大学法人化

１ 生産年齢人口の増加にむけて

４ 提案体系・事業

21



22

【事業概要】有給・長期間（夏季数週間）のインターンシップを実施

（1）有給長期インターンシップ

４ 提案体系・事業

受入企業

③広報活動
⑧宿泊費補助金

交付決定

⑥報告
フィードバック

⑦宿泊費補助金
申請

②応募

①受入企業の募集

④応募

⑤雇用契約

⑦受入奨励金

【生産年齢人口の増加】就職支援による移住定住促進

学生

対象：藤枝市内に事業所がある企業

もしくは、藤枝市から通勤可能な市外の企業

（例：5市2町内にある事業所）

参加対象者
大学生・大学院生

参加条件
インターンシップ期間中、藤枝市内に滞在す
ること。市外滞在者については、受入企業（事
業所）が藤枝市内にあること。

宿泊費補助
既存の移住希望者への宿泊費補助制度を拡充

し、利用可能とする。（１泊3,000円を上限）



【予想される効果】

（学生）・有給であることで、参加中の収入減少を心配しなくて良いため、応募への障壁が下がる。

（学生）・雇用契約の締結により、企業の一員として働くことができ、より実践的な体験ができる。

（企業）・全国的に知名度の高い企業に埋もれることなく企業PRができる。

（企業）・一社員として責任感をもって業務に従事させることができる。

（共通）・長期間滞在し働くことで市域や受入企業のことをより深く知る機会となり、

就職後のミスマッチによる離職や転出を防ぐことができる。

（市）・市内企業の人出不足解消に寄与し、就職時の人口流出を防ぐ。
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（1）有給長期インターンシップの実施

４ 提案体系・事業

【生産年齢人口の増加】就職支援による移住定住促進



【事業概要】
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（2）就活者への交通費補助

４ 提案体系・事業

【インターンシップ】

【選考】

【説明会】

①就職活動

申請者

②補助金申請

③交通費・宿泊費を補助

・県外在住者のUIJターン就職の促進を図るため、藤枝市内又は、

通勤可能範囲の企業（※１）で行う就職活動等に伴う交通費及び宿泊費（※２）

の補助を行うとともに、就職が決まった場合の移転費を補助する。

・デジ田交付金の地方就職学生事業（R6新設）を活用し、市独自で対象者の拡大を

行うことで他自治体との差別化を図る。

【生産年齢人口の増加】就職支援による移住定住促進

※１市外企業での就職活動の場合における条件
次のいずれかに該当すること。
・東京都のふるさと回帰支援センター内の藤枝移住相談窓口
への相談実績があること。

・藤枝市移住体験ツアーへの参加実績があること。
※２宿泊費補助
既存の移住希望者への宿泊費補助制度を拡充し、利用可能とする。

（１泊3,000円を補助）

対象者 国制度：東京圏の大学に通う大学生
市独自案：全国の大学・短大・専門学校に通う学生
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（2）就活者への交通費補助

４ 提案体系・事業

概要確認
• 制度概要や申請方法等について確認する

事前申込

• 専用サイトに利用者登録

• 補助金利用コードを取得する（事前申込）

就職活動

• 県外から来藤し、採用面接やインターンシップ等に参加する

• 訪問先企業に証明書を記入してもらう

申 請

• 郵送または電子申請システムで申請

• （申請書、訪問先企業証明書、領収書、振込先口座）

UIJターン情報専用サイト

■補助金利用コードの発行
■その他
・相談窓口へのリンク
・市内就職に役立つ情報の配信
・移住に役立つ情報の配信
・くらしサポート情報の配信

etc.

電子申請による
手続きの簡略化

【生産年齢人口の増加】就職支援による移住定住促進
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【予想される効果】

・企業を知る、就業体験及び選考、それぞれの段階において必要となる

経費負担を和らげ、本市へのUIJターン就職の障壁を下げる

・市内企業への就職を後押しし、今後さらに移転費の補助と組み合わせ

ることで、確実に移住に繋げるとともに生産年齢人口増加に寄与

・国の制度より、対象者を拡げることで学生に選ばれやすくなる。

（2）就活者への交通費補助

４ 提案体系・事業

【生産年齢人口の増加】就職支援による移住定住促進
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ボランティア団体やNPO等による保育支援

民間の家事サービス

行政からの情報提供が充実している

親の友達（友達になれそうな人）が近くにいる

ご近所さんや地域・自治会の支え・活動

人体に有害と考えられる物資が少ない

高度な医療機関がある

行政による保育費の補助

子どもが楽しめるイベントが多い

行政によるその他の子育て支援政策

習い事の選択肢がある

行政による子ども医療補助

現在と比べて犯罪が少ない・治安が良い

子どもが楽しめる施設・公園

少人数でのんびりとした教育環境

体力の向上が期待できる教育環境

学力・知力の向上が期待できる教育環境

自然とのふれあい

2017 2022

n=500 （％）

※「体力の向上が期待できる教育環境」：2022年 新規項目

27

移住先の子育て環境について重視する条件

４ 提案体系・事業

【調査概要】
• 調査方法 ウェブモニターアンケート
• 対象地域 東京圏（東京都・埼玉県・神奈川県・千葉県）
• 実施期間 2022年3月18日（金）～23日（水）
• 調査対象者 20代～30代の既婚男女で、

地方への移住に興味がある500人

出典：コロナ禍における若者の移住動向調査【結果レポート】2022年3月 一般社団法人 移住・交流推進機

【生産年齢人口の増加】“子育て世帯” を惹きつける教育環境



・新学習指導要領により小学校で英語教育が必修化

・大学の入学試験でも英語検定の結果の取入れも

・子育て世代は自分が受けてきた英語教育との隔たりに戸惑いも

安心して子供が英語を学び続けられる環境を整備することで

子育て世代の移住促進とともに

住み続けたいまちとしての魅力向上を図る

４ 提案体系・事業
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英語教育充実の重要性

【生産年齢人口の増加】“子育て世帯” を惹きつける教育環境

【子どもに習わせたい習い事※】

第１位 英会話
第２位 水泳
第３位 野球
第４位 ピアノ

※日本トレンドリサーチ2023年4月現在子どもはいないが将来的に欲しいと考えている男女を対象



①英語の早期教育

（3）全方位型英語教育体制の構築

４ 提案体系・事業
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【生産年齢人口の増加】“子育て世帯” を惹きつける教育環境

多い 対象者数 少ない

高上
学級
年

年専
齢門
性

低初
学級
年

一般的な
学校

英語教育

②英語公営塾

現在の藤枝市学校英語教育

今回の提案部分



①英語の早期教育導入

【事業概要】

・市内すべての小学２年生を対象に実施

・小学3年生からはじまる英語教育への抵抗をなくし、「英語をたのしむ」ことを目的

として、地域おこし協力隊やALTとともに英語であそぶ

・開始時の人数確認や、終了後引き渡しまでの安全確保が必要となるため

日本人の地域おこし協力隊がサポート

【開催方法】

・地域おこし協力隊とALTが各学校を訪問

・放課後、空き部屋や体育館を利用し各校年4回の授業

（3）全方位型英語教育体制の構築

４ 提案体系・事業
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【生産年齢人口の増加】“子育て世帯” を惹きつける教育環境



②英語公営塾

【事業概要】

・英語をさらに上達させたい小中学生を対象とした無料の英語塾

・週1回～2回

・地域おこし協力隊（ネイティブ話者を含む）による運営

【開催方法】

・実用的な英会話練習を行う

・英検対策、自習補助

【開催場所】

・生涯学習センター、Biviキャンセミナールーム、大井医院跡地 等

（3）全方位型英語教育体制の構築

４ 提案体系・事業
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【生産年齢人口の増加】“子育て世帯” を惹きつける教育環境



【予想される効果】

・充実した教育制度に魅力を感じた子育て世帯の移住促進に

寄与するとともに、定住を促進

・経済格差からくる教育格差を是正することで、こどもが

いきいきと勉強にとりくみ、将来に期待が持てる教育環境

を構築

（3）全方位型英語教育体制の構築

４ 提案体系・事業
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【生産年齢人口の増加】“子育て世帯” を惹きつける教育環境



（3）全方位型英語教育体制の構築

４ 提案体系・事業
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【生産年齢人口の増加】“子育て世帯” を惹きつける教育環境

子育て世帯の
移住・定住促進

生産年齢人口確保

英語教育の充実

消費拡大
市民消費拡大

外国人旅行者へのサービス向上
インバウンド需要に
対応できる語学力を
備えた人材育成

移住定住施策としてのみではなく、
インバウンド需要に対応する人財育成にも



【事業概要】

・ 公立化による、大学のブランド力向上や授業料の低減により学生の流出を防ぐ

とともに、市外から学生の流入促進を図る

・ 全方位型英語教育体制の旗艦拠点として講義をすべて英語で行う

グローバル人材育成の専門学部を設置

【予想される効果】

・ 生産年齢人口の流出防止、流入増加

・ 全方位型英語教育により育った人材の受け皿

・ 市の就職支援施策との連携を強め、市内・通勤圏内の企業就職を後押し

・ グローバル人材を地域企業に輩出することにより、産業のグローバル化を促進

（4）静岡産業大学の公立化

４ 提案体系・事業
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【生産年齢人口の増加】若手人財の確保
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若手人財の育成体制

４ 提案体系・事業

全方位型
英語教育体制

静岡産業大学の公立化

有給長期
インターンシップ

小学校から大学、就職までの切れ目のない
人財育成体制を整えることで、進学時や就職時
等、人生の節目での若手人財の流出防止を図る。

若手人財の確保

【生産年齢人口の増加】若手人財の確保
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４ 提案体系・事業

若手人財の確保

子育て世帯を
惹きつける教育環境

就職支援による
移住定住促進

生産年齢人口の増加

生産年齢人口の増加に向けた施策体系

それぞれが関連し合い循環し、生産年齢人口の増加に寄与する

【生産年齢人口の増加】若手人財の確保



２ 持続可能な市内消費の拡大にむけて

４ 提案体系・事業

37

静岡県中部への来訪目的

場所に求める要素

静岡県中部５市2町来訪者調査（2022年度）するが企画観光局

【域外からの消費流入について】



２ 持続可能な市内消費の拡大にむけて

４ 提案体系・事業
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【藤枝市の強み分析】
来訪理由の重要な要素である
「食」と「眺景」への満足度が

中部でトップ

静岡県中部５市2町来訪者調査2022 するが企画観光局



弱み

消費拡大に向けた理想的な来訪者の行動プロセス（その行動を起こさせるために市が求められること）

２ 持続可能な市内消費の拡大にむけて

４ 提案体系・事業
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藤枝を知る
（ブランド力）

魅了される
（各スポットの魅力）

訪れる
（きっかけづくり）

魅力を他者と共有
（媒体の発信力活用）

強みが活かし
きれていない



２ 持続可能な市内消費の拡大にむけて

４ 提案体系・事業
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【提案事業】

ふじえだの新たなブランディング×来訪のきっかけづくり

⇒「食と農×健康医療」による地域ブランディングの確立

（1） 新たなスポーツツーリズムの確立

（2） 新たな食のブランドの確立

（3） サウナツーリズムの確立

媒体の発信力活用

（4） ロケ誘致の推進
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２ 持続可能な消費の拡大にむけて

４ 提案体系・事業

市内外からの

（2）食

（１）スポーツツーリズム
（藤枝シティ・トレセン構想）

（3）サウナ

藤枝の新たなブランディング×来訪のきっかけづくり

【市内消費の拡大】

食+ヘルスツーリズム
（食と農×健康・医療による新地域成長戦略）

それぞれの事業を
有機的に連動させることで
新たな回遊を生み出す



【市内消費の拡大】藤枝の新たなブランディング×来訪のきっかけづくり

42

【事業概要】

①eスポーツ×サッカーのまち藤枝

②スポーツツーリズムの受け入れ体制の強化

（１）新たなスポーツツーリズムの確立

４ 提案体系・事業
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eスポーツは、2018年に全国高校eスポーツ選手権開催や、2019年に国

体文化プログラムとしての採用など、新たなスポーツとして注目が高

まっている。

・全国高校eスポーツ選手権

参加チーム 150チーム（2018年） 690チーム（2022年）

・全国都道府県対抗eスポーツ選手権（国体の文化プログラム）

参加者 1万5千人（2019年） 50万人（2022年）

（1）①eスポーツ×サッカーのまち藤枝

４ 提案体系・事業

【市内消費の拡大】藤枝の新たなブランディング×来訪のきっかけづくり
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【普及促進事業】

（1）①eスポーツ×サッカーのまち藤枝

４ 提案体系・事業

eスポーツ

介護

障害

イベントICT教育

拠点整備

【市内消費の拡大】藤枝の新たなブランディング×来訪のきっかけづくり
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【全国大会の開催】

eFootball™…KONAMIから発売されているサッカーゲームで、国体の

文化プログラムの競技タイトルとしても採用されている。

・PK選手権大会や藤枝MYFCの試合等のイベントとの連携

・参加は年齢等を問わずオープンな大会として定期的に開催

・サッカーのまち１００周年を契機とした全国大会誘致

・魅せるイベントにするために、決勝の会場を藤枝総合運動公園と

し、スタジアムDJやYouTuber等に実況を依頼

（1）①eスポーツ×サッカーのまち藤枝

４ 提案体系・事業

【市内消費の拡大】藤枝の新たなブランディング×来訪のきっかけづくり
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【予想される効果】

・様々な分野への普及を通じて老若男女が親しむ環境を創

造し、文化に根付かせることで「eスポーツ×サッカーの

まち藤枝」ブランド価値の向上

・全国大会開催による他県からの来訪のきっかけとなり、

市の食や魅力を発信する機会となる

（1）①eスポーツ×サッカーのまち藤枝

４ 提案体系・事業

【市内消費の拡大】藤枝の新たなブランディング×来訪のきっかけづくり



47

【事業内容１】

シティ・トレセン構想に基づく合宿や大会の誘致に向けたハード整備

・藤枝総合運動公園への宿泊施設の併設

・宿泊施設へのeスポーツルーム設置

【期待される効果】

・学生や選抜など大会や合宿の候補地として選ばれやすくなり、来訪に繋がる

・ eスポーツプロチームの合宿、

大会誘致など新たな利用層の掘り起こし

・ eスポーツルームは平日は高齢者や障がい者の利用を

促進するなど、誰でも楽しめる環境を構築

（1）②スポーツツーリズムの受入れ体制強化

４ 提案体系・事業

【市内消費の拡大】藤枝の新たなブランディング×来訪のきっかけづくり

×
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【事業内容２】

スポーツツーリズムコーディネーターの配置

・県スポーツコミッションや市内スポーツ団体等と連携。

・主催者の要望に応じて、観光地、宿泊施設、案内人、飲食店

の紹介等を行う等のワンストップ体制を構築し、主催者の負

担を軽減することで大会や合宿の誘致に繋げる。

・総合的な旅行計画の提案により市内の回遊を促進。

（1）②スポーツツーリズムの受入れ体制強化

４ 提案体系・事業

【市内消費の拡大】藤枝の新たなブランディング×来訪のきっかけづくり
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（1）②スポーツツーリズムの受入れ体制強化

スポーツ施設

情報提供

弁当・食

支援
宿泊施設紹介

観光・レクリ
エーション

紹介

大会・合宿の主催者

相談・依頼大会誘致・情報発信

【市内消費の拡大】藤枝の新たなブランディング×来訪のきっかけづくり

観光地案内

県スポーツコミッション

連携

スポーツツーリズム

コーディネーター

４ 提案体系・事業
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（1）②スポーツツーリズムの受入れ強化

４ 提案体系・事業

【市内消費の拡大】藤枝の新たなブランディング×来訪のきっかけづくり

スタグル

サウナ

Eスポーツ

玉露の里

サ飯

酒造見
学

蓮華寺
池公園

農業
体験

お弁当

スイーツ

絶景

オシャレ
カフェ

スポーツツーリズム

藤枝の魅力を組み合わせた旅行プランの提案

総合グラウンド

近隣市町の観
光スポット朝ラー
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【事業概要】

①マルシェ型新ご当地グルメコンテストの開催

“藤枝らしい”新ご当地グルメを募集し、市民投票によるマルシェ型コ

ンテストを開催する

②新ご当地グルメの市外への普及事業

・“中部５市２町で合同開催イベントの開催

・eスポーツ全国大会やアウェイツーリズム等の契機を活かしたスタ

グル販売促進

（２）新たな食のブランド構築

４ 提案体系・事業

【市内消費の拡大】藤枝の新たなブランディング×来訪のきっかけづくり
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（２）①マルシェ型新ご当地グルメコンテストの開催

４ 提案体系・事業

・“藤枝の新名物”と
なるレシピを公募
「事業者部門」
「個人部門」

【条件】
・藤枝らしい食材
・藤色カラー
・ロケ地巡りのお供、
スタグル、サ飯に
なるようなもの

・健康に良いもの

・応募があった
レシピのうち、
優秀作品を選定

【審査員候補】
・藤枝市
・ABCクッキングスタジオ
・静岡産業大学農学部
・藤枝北高校食品サイエンス部
・ガールズミーティング など

・優秀作品に選ばれた
出店者によるマルシェを開催
→市民投票により

得票数が１位になった
レシピを新グルメに決定

フードスマイルフェスティバル

新ご当地
グルメ募集

審査員による

選定
市民投票 新ご当地

グルメ誕生

“〇〇といったら
藤枝”といわれる
ご当地グルメへ

藤枝MYFCホーム戦

・新ご当地
グルメを提供する
市内飲食店を募集

・のぼり旗作成
・新ご当地グルメ

提供店舗マップ作成
・PR動画作成

【市内消費の拡大】藤枝の新たなブランディング×来訪のきっかけづくり
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【事業内容】

・“中部５市２町同時開催 サ飯（サウナ飯）フェスティバル”の開催

・eスポーツ全国大会やアウェイツーリズム等の契機を活かしたスタグル販売促進

【予想される効果】

・著名なサウナのある近隣市町と共同でイベント開催することで利用客を市内に呼び込

める

・グルメコンテストを単発のイベントで終わらせず、市外住民への周知を通じて新ご当

地グルメのブランド力向上が期待できる

・新ご当地グルメを目的とした観光客の増加が見込める

（２）②新ご当地グルメの市外への普及事業

４ 提案体系・事業

【市内消費の拡大】藤枝の新たなブランディング×来訪のきっかけづくり
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（3）サウナツーリズム推進事業

４ 提案体系・事業

•藤枝市中山間地域で民間によるテントサウナ体験イベントや、

サウナ設置プロジェクトが実施されており、サウナで地域を盛

り上げようという機運が高まっている。

•近隣市町でも新たなサウナ施設が続々オープン。

【サウナ業界をとりまく状況】

【市内消費の拡大】藤枝の新たなブランディング×来訪のきっかけづくり
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(3)サウナツーリズム推進事業

【静岡県中部におけるサウナの立地状況】

藤枝市

島田市

牧之原市

静岡市

焼津市

川根本町

吉田町

サウナ寸又峡
-Trip Train-

蓬莱の湯

笑福の湯

静岡市

サウナしきじ

石畳茶屋縁-en-

梅ヶ島ドライブイン

藤枝市

鞠子 工芸ノ宿 泉ケ谷

…今年オープン

川根本町

焼津市

エキチカ温泉くろしお

用宗みなと温泉
Glamping&Port結

島田市

伊太和里の湯

吉田町

遊湯の里

【市内消費の拡大】【市内消費の拡大】藤枝の新たなブランディング×来訪のきっかけづくり

４ 提案体系・事業
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【藤枝市の資源】

・市民の高い健康意識

（がん健診受信率、特定健診受信率が高い、メタボ率の低さがトップクラス）

・自然や食材の豊富さ

（3）サウナツーリズム推進事業

４ 提案体系・事業

【市内消費の拡大】

・「食×健康」のコンセプトは健康意識の高い市民に受け入れられやすく

文化として定着しやすいと思われる。

・「食×健康×自然」を活かしたツーリズムは藤枝市との親和性がある。

【市内消費の拡大】藤枝の新たなブランディング×来訪のきっかけづくり
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【サウナ愛好家の年齢層】

（3）サウナツーリズム推進事業

４ 提案体系・事業

【市内消費の拡大】

SNS等での発信に長けているデジタルネイティブに
あたる20代のサウナ愛好家の割合が上昇している

サウナに藤枝の魅力を伝え
る仕掛けづくりを行えば
愛好家を通じてSNSでの
魅力発信が期待てきる

【市内消費の拡大】藤枝の新たなブランディング×来訪のきっかけづくり



58

【事業概要】

①４K施策の一つである「健康」をテーマにした施設整備

②自然の魅力を感じられる屋外サウナイベント

③中部５市２町で連携したサウナガイドマップの作製

（3）サウナツーリズム推進事業

４ 提案体系・事業

【市内消費の拡大】【市内消費の拡大】藤枝の新たなブランディング×来訪のきっかけづくり
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【事業内容】

・４K施策の一つである「健康」をテーマにした施設整備

・グルメコンテストにより選ばれた「健康食兼サ飯」の販売

・eスポーツのプレイ（サッカーゲーム）ができる施設を併設すること

で、近隣市町のサウナ施設との差別化を図るとともに、「サッカーの

まち」のさらなるアピールに繋がる

・ゆらくの既存施設改修又は中心市街地に新たに整備

・市民の憩いの場としても機能

（3）①健康をテーマにしたサウナ施設整備

４ 提案体系・事業

【市内消費の拡大】【市内消費の拡大】藤枝の新たなブランディング×来訪のきっかけづくり



【市内消費の拡大】藤枝の新たなブランディング×来訪のきっかけづくり
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【事業内容】

（3）②「自然の魅力を感じられるサウナイベント」

４ 提案体系・事業

×

（水風呂のかわりに）
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【事業内容】

近隣の著名なサウナ施設等（※）と連携して中部５市２町のサウナガ

イドマップを作成。

※一例として、静岡市には「サウナしきじ」という日本最大のサウナ検索サイトで全国一

位の人気を誇る施設があり、県内外から多くの来客がある。

（3）③中部５市２町で連携したサウナマップ作製

４ 提案体系・事業

【市内消費の拡大】【市内消費の拡大】藤枝の新たなブランディング×来訪のきっかけづくり
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何気ない景色がロケ地に

（4）ロケ誘致の推進

４ 提案体系・事業

神奈川県綾瀬市役所屋上
「コウノドリ」ロケ地

岐阜県飛騨高山市
「君の名は。」モデル地

【市内消費の拡大】 媒体の発信力活用
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「ほどよく都会。ほどよく田舎」

(4)ロケ誘致の推進

４ 提案体系・事業

本市の特長
コンパクト+ネットワークのまち

藤枝駅周辺

おれっぷ大久保
グラススキー場

都心部からのアクセスも良好

【市内消費の拡大】 媒体の発信力活用
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歴史を感じる文化遺産や公園・スポーツ施設が充実

（4）ロケ誘致の推進

４ 提案体系・事業

本市の特長

明治トンネル

岡部宿大旅籠屋

貝立公園

大井川河川敷
スポーツ広場

蓮華寺池公園

総合運動公園

【市内消費の拡大】 媒体の発信力活用
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【事業概要】

ロケ支援に取り組む組織（フィルムコミッション等）を官民連携で

設立し、本市の中山間地域や旧市街地などの地域資源や本市が

コンパクトシティであることを活用したロケ誘致を行う。

【予想される効果】

・本市のイメージ・地域ブランドの向上

・ロケの受入にともなう宿泊費・食費等の発生による地域経済の活性化

・ロケツーリズムの推進

(4)ロケ誘致の推進

４ 提案体系・事業

例）神奈川県綾瀬市
R4年間予算 800万円（民間への委託）
H26～R4直接経済効果 3,700万円
H26～R4広告換算効果 約112億円

【市内消費の拡大】 媒体の発信力活用



４ 提案体系・事業
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(4)ロケ誘致の推進

市（事務局）

許認可

手続き・協力

エキストラ

管理募集

宿泊施設

飲食店等紹
ロケ地同行

市民団体（商工会・会議所会員、地域おこし協力隊OB等）

ロケ地紹介
当日の撮影支援

交通整理等

市関係課

警察

消防

病院 等

市民等

演劇団体

藤枝商工会議所

岡部町商工会
施設担当者

連携

映像制作会社

ふじえだフィルムコミッション

相談・依頼ロケ誘致・撮影支援・権利交渉

【市内消費の拡大】 媒体の発信力活用



４ 提案体系・事業
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(4)ロケ誘致の推進

先進的な取組をしている近隣の市町と連携して様々なシーンを提供

藤枝市

島田市

牧之原市

静岡市

焼津市

川根本町

吉田町

夢の吊り橋
川根本町

島田市

大井川鐡道 フィルムサポート
島田

まきのはら
フィルムコミッション

富士山静岡空港
牧之原市

ふじえだ
フィルムコミッション

焼津市

焼津漁港

【市内消費の拡大】 媒体の発信力活用



５ 総括
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総括



５ 総括
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総括

⑴有給長期インターンシップ
⑵就活者への交通費補助
⑶全方位型英語教育の構築
⑷静岡産業大学の公立大学法人化

提案事業

移住・定住・家族形成の好循環による生産年齢人口増加
及び 将来の藤枝を担う人材の育成

持続的な消費拡大による市の活力を維持する

⑴新たなスポーツツーリズムの確立
⑵新たな食のブランドの確立
⑶サウナツーリズムの確立
⑷ロケ誘致の推進

生産年齢人口
増加

消費拡大

市の魅力
向上



提案事業のロードマップ

５ 総括
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事 業 R6 R7 R8 R9 R10

１. 生産年齢人口の増加

⑴ 有給長期インターンシップ 検討 制度設計 事業開始

⑵ 就活者への交通費補助 事業開始

⑶ 全方位型英語教育の構築 検討 制度設計 事業開始

⑷ 静岡産業大学の公立化 検討

２. 市内消費の拡大

⑴ 新たなスポーツツーリズムの確立 制度設計 事業開始

⑵ 新たな食のブランドの確立 検討 制度設計 事業開始

⑶ サウナツーリズムの確立 検討

⑷ ロケ誘致の推進 検討 制度設計 事業開始



５ 総括
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おわりに

【調査にご協力いただいた団体様】

・視察団体

金沢市、氷見市、山梨県、島田市、島田商工会議所、牧之原市、

熱海市、深谷市、深谷商工会議所、小平市、綾瀬市、広島市、

岡山市、和気町


